





Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 11) 
Some Observations on Nutritional lntake of Preschool Children in a 


















































































夏 秋 1　年　　平 均
年度 1碩位 食　．品　　名 1摂取努度（％） 食．品　名 1摂収頻度（％） 食　　品　　名 1摂取頻度（％）
1 せ　　ん，べ　　漸・ 61 柿　・ 85 せ　　ん　　べ　　い 60





57 せ’ん　　べ　　い 60 チ　ココ　レー　ト 35
4 粉末ジュース 43 ㌦み　　　か　　　ん 55 り　　　ん　　　ご 33
1966
5 ビ不．ケット類 39 さ　ρ　ま　い　も 50 アイスクリーム 31
6 ト　’　マ　　　　ト 35 チ　コ　コ　レー　ト 40 か　り　ん　と　う 30
7 か　り　ん　と　う 35 だんご　・餅 35 だ　ん　ご　・　餅 29
8 チ’ ?@コ　レ6　ト 30 キ　ャ　ラ　メ　ル 35 キ　ャ．、ラ　メ　ル 29
9 パ　　　　　　　　　　ン 26 パ　　　　　　　　　　ソ 30 チュウイ・ンガム 28
10 お　に　．ぎなり 26　　一D牛　　　　　・・乳 20 パ　　　　　　　　　ン 28■一 ’ ・　　・
1 牛　．＿　　…　乳 71 牛・．　　　乳 L80 61
2 飴’@ジ‘類 61 せ　　ん　　べ　　い 54・ み一　か　　　ん 583 せ　　ん　　べ　　い 57 り　　　ん　　　ご 53 せ　　ん　　べ　　い 47
4 西　　　　　　　瓜 52 み　　　か　　　ん 40 ど　ら　や　き　・ﾜ　ん　じ　ゅ　う 26
5 果　　実　　類 38 ビスケッ　ト類 29
?
251975 6 ビスケヅ　ト類 23
?
28 り　　　ん　　　ご 23
7 ど　ら　や　き　・ﾜ　ん　じ　ゅ　う 20 さ　つ　ま　い　も 27 飴　　　　　　類 23
8 アイスクリーム類 19 あ　　ん　　パ　　ソ 27 チュウインガム 22
9 パ　　　　　　　　　　ソ 10 チュウイソガム 27 パ　　　　　　　　　　ン 20
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　表7は，1日の総摂取栄養量に対する間食の栄養量の比率を示したものである。その比率は栄養素
の種類によって差異はあるが，おおむね20～61％（平均35．2％o）で，’66年度の20～46％（平均30．　9
％）に比べやや高い数値を示している。この事実は，幼児の栄養管理上，間食のもつ意義とその重要
性を示唆するものである。ここで，10年前と比べて摂取比率の減少した栄養素は脂肪と鉄のみであ
り，他はいずれも10～33％増え，なかでもV．Cの摂取比率は1日量の60．　se．1に及んでおり，間食に
ウェイトがかかりつつある傾向が窺われる。以上の成績は平均値についての数値であるが，対象児20
名（’66年）あるいは10名（’75年）についての各栄養素毎に変異係数を求めたところ，’66年度のそれ
は32～66％であったのが，’75年度は10～31％となり，間食栄養摂取上の個人差が約｝6に縮少された
ことが認められた。とくに，たん白質とV．Cの摂取における個人差が著しく小さく，ついでエネル
ギ＿，糖質のそれがや専低値であり，他方，カルシウム，・鉄およびV・　B2の摂取上の個人差のみはや
や大きい側に位置していた。この個人差縮少の現象は，対象児の摂取する間食の約」6は保育園にて供
される間食であることに由来するものと考えられるが，その他の幼児の間食内容の集約をもたらす要
因についての考察は，今後の調査に侯ちたい。
　4．　間食栄養パターンの変動状況
　さて，以上の分析は，山村幼児の間食栄養について個々の栄養素の変動状況について試みたもので
あるが，総体的なパターンとしての変動状況を把握すべく，変動度を型の如く算定してまとめたのが
表8である。間食の食糧構成パターソの変動度は14．　8％であり，1日の食餌を含めた食糧構成パター
ンのそれ（12．7AO）よりもやや大であった。これに対して，間食の摂取栄養量パターンの変動度は
1．2％であり，これは1日の総摂取栄養量パターンのそれ（1．8％）とほぼ等しく，極めて小さな変動
といえよう。また，1日の総摂取栄養量における間食栄養の占める比率のパターソの変動度も1．0％
と極めて低値であった。時代　　　　　　　　　　　　　　　　　　表8　1966年より10年後の山村幼児の間食栄養の変動状況
の変遷につれて，間食として
供される食品の種類には種々
変動がみられたが，それより
摂取される間食の栄養量につ
いては，個々には若干の増減
がみられても，パターンには
さしたる変動がみられず，山
村幼児の間食栄養としてほぼ
一定の傾向を保持しているこ
とは興味深く思われる。しか
しながら，これらの数値の意
味することの評価は，さらに
数年後の調査ならびに他の地
変動なしを100と
ｵた場合の比率　　　a
変　動度
P00－a
間食の食粗構成パターソの変動
@（1日の食糧構成パターンの変動）
85．2（％）
i87，3）
14。8（％）
i12．7）
問食による摂取栄謎量パターンの変動
i1日の総摂取栄養量パターンの変動）
98．8
i98．2）
　1，2
?．??
1日の総摂取栄養量における間食の占
ﾟる比率のパターンの変動
99．0 1．0
注　aは各変動指数が全て100（すなわち10年後の変動なし）の場合を
　基準として，それに対する類似率を求め，百分率で示したものである
　　　　　　　　　　　　　　　　　；tPi・・b・
類構定式s爾瓠 t゜函／が
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区の幼児栄養の変動に照らしてからの検討に侯ちたい。
　5．対象地区の主婦に対する栄養指導とその内容
　対象地区の主婦に対して，調査終了後その結果の還元を通して栄養指導を行なった。さらに，1971
年以降は婦人会の方々の協力のもとに，定期的に栄養指尋を実施しており，その内容は表9に示す通
りである。
表9　対象地区の主婦に対する栄養指導とその内容
栄　　養　　指　　導　　プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム??
調査項目1　主なる指導内容　1指導方法その他
1966
???
1）食餌摂取状況調査・
@（1966年度年4回実施）
Q）主婦の嗜好調査
R）食生活に関する意識
@調査
S）生活環境調査
T）主婦の生活意識調査
　　　　栄獲講話および料理講習
E栄獲改善の必要性　　・手軽に出来るおか
E栄養のバラソスと　　ず
@は何か　　　　　　　・弁当のおかず
E上手な食品の組み　　・子供のおやつ???????????????????????????????????
会場：源小学校水原分校また
@　　は寺
ﾀ施日：農閑期の農休日の午　　　　後
@　　　年間2～3回実施
Q加者：15～30名（世帯数の
@　　　約25～51％）
?m方法：婦人会長より有線
@　　　　放送にて
1971
@～
P975
1）食餌摂取状況調査
@（1971年度と1975年度
@の各年4回）
Q）主婦と幼児の嗜好調
@査
R）簡易食事診断
S）食生活に関する意識
@調査
T）郷土料理，保存食に
@関する調査
U）緑黄色野菜の作付な
@らびに入手方法に開す
@る調査
V）乳類摂取状況調査
W）主婦の生活時間調査
X）生活環境調査
　　　　栄費講話および料理講習
E食事と健康　　　　　・手作りのおやつ
E食品公害から身を　　・卵料理
T募めの餓の・野菜糊
ｱ購と乳類’あ鰯スケーキ
D楽しい食卓の演出　　゜ひなまっりの献立
E貧血の予防．成人　　’麹の利用法病の予防について　　・トマトケチャヅ・鯉轍料につ裾ヨネーズの
E大豆の利用　　’離籍禮を利’婆脂の酸化につい・識作り方と豆
ﾀとうの自然食・豆乳の利用の仕方　　　　　　　　　　・圧力なべの用い方その他　　　　　　　　　　その他
会場：1973年までは小学校の
@　　分校
@　　1974年からは集落開発　　　センター
ﾀ施日：農休目制度廃止によ
@　　　り，農閑期の臼曜日
@　　　午後，または特定日
@　　　の午後
@　　　夏・秋に各2回実施
@　　　（冬・春にはパンフ
@　　　レットを作り全世帯
@　　　に郵送）
Q加者：13～34名（世帯数の
@　　　約27～69％）
@　　　若い主婦の日稼ぎが
@　　　増え，参加者は次第
@　　　に商齢化し，固定化
@　　　しっっある。
?m方法：婦人会長より有線　　　　　放送にて
　以上の如く，10年の歳月の流れに即応して，山村幼児の間食の摂取内容にも変化がみられ，より加
工的即席的な食品へと移行してきていることが窺われたが，保育所の開設に伴い，牛乳の飲用が可能
になったため，間食の食品別摂取頻度順位のうち牛乳の順位が著しく上昇し，冬季以外は第一位であ
ったことは，この10年間の観察を通して最も喜ばしい現象の一つである。したがって，間食の食糧構
成パターンの10年間の変動度は14．　8％となり，’71年度調査の5年間の変動度14．4％をやや凌ぎ，1
日の食餌を含めた食糧構成パターンの10年間の変動（12．　2％）の約1．2倍であった。また，間食にお
けるエネルギー給源食品とビタミン・ミネラル給源食品の摂取バランスが良好となった。すなわち，
一34一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第14集　1977
後者の乳類および果実類の摂取比率が著しく増加したために，両食品の摂取比率が，原食品では10年
前に4：5であったのが，2：8となり，乾物換算では同じく8：2が，6：4となり，より望まし
い間食内容に近づきつつあることが窺われた。このため，間食による摂取栄養量のうち，カルシウ
ム，V．　B2およびV．　C量には，乳類と果実類の摂取状況がそのまま反映しており・その他の栄養素
量も脂肪と鉄を除きいずれも10年前に比ぺて若干増加したが，そのパターソとしての変動度は1．2％
と比較的低値であっだ。さらに，1日の総摂取栄養丑に占める間食栄養の比率20～61％（平均35．2％）
は，’66年度の調査成績の20～46％（平均30．9％）ならびに’71年度のそれの16～47％（平均26．8％）
を凌いでおり，パターソとしてみた場合のその変動度は1．0％と低く，さしたる変化は認め難いもの
の，母子栄養指導11）で提示されている間食エネルギー比（10～20％），ならびに東京都幼児の調査成
績12）16～34％（平均24．1％）と対比するならば，やや高値であった。
　このように，間食による栄養摂取の漸増していることは，いかなる理由によるものであろうか。10
年前に比ぺ，間食の内容がやや良好になったとはいえ・幼児の一食餌としてみる場合に栄養的なバラ
ンスは未だ不充分であり，母親も間食には食餌ほどの配慮は竜ず，比較的安易に与えているので，間．
食ゐ摂取栄養比率が35％にも及んでいることは等閑に付しておいてよいこととは思われず，幼児の食
習慣形成上考慮すぺき問題点の一つと考えられる。
　今回の調査を通して，山あいに点在する家々か．6・幼児たちが一人二人と保育所専用マイクロバ入
に乗車してくる光景や，保育所にて以前は就学するまで交流できなかったであろう幼児たちが・嬉々
として遊び，またおやつの時間に牛乳を飲む情景等に接して・辺地の子供たちもようやくにして児童
福祉の恩恵に浴することが可能にな？たことを知った。
　また，この10年間に，日本の高度経済成長の恩恵が辺地にも浸透して・辺地の生活環境は著しく改
善され，家庭生活の変化ならびに食糧流通機構の改善と相侯って・対象児らの弁当を例にとるなら
ば，以前の晴食の食品（かまぼこ，卵焼き，ソーセージ）が毎日供されるなど・食生活も一見豊かに
なったように見うけられる。しかしながら・対象児らの母親達は農業の基幹労働者であってなおかつ
農閑期は農外就労をしており，生活時間のゆとりは殆んどなく・さらに農休日の制度も廃止されてし
まった。そういう生活の中では，本来の農家ならではの食の自給の利点も放棄せざるを得ず・加工的
即席的食品をより多く購入する食生活をよぎなくされる。これは現在の日本の農村に普遍的な現象で
あるが13）・14），他方では，地道な地区組織活動の中で・伝統的な農家生活の中に人間を真に豊かにす
る論理があるのかも知れないという模索15）がなされつつある。
　対象地区のこれからの栄養指導の方向も，生活観を若干修正し・風土に最もよく適応した食生活を
見直して新たに組立てるゆとりを持ち・農家にしか出来ない自給の喜びを味わう方向に進めていくぺ
きであろう。そのためには，対象世帯の家庭的・経済的・社会的背景にまで立ち入って協力する必要
があり，今後は公民館活動や農業改良普及所の指導との協調によって展開して行きたいと思う。それ
にしても遠い道程である。
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要 約
　幼児の栄養摂取に関する系統的研究の一端として，時代の変転による山村幼児の間食栄養の変化を
把握すべく，1966年度と1975年度について，3～6歳児10～20名を対象として，四季の連続した3日
間（通年12日間）の間食の摂取状況を調査した6得られた結果より両年度間の変動指数を求め，数値
群パターソ解析法を適用して，以下の成績を得た。
　‘1）山村幼児の間食の摂取食品数は，1人1日当り平均3品から4品に増えた。
　②　保育所開設に伴い牛乳の飲用が可能になり，また間食として選択される食品はより加工的即席
　　的な方向へ移行してきている。
　（3｝したがってその食糧構成パターンの変動度は14．　8％と比較的高値であり，1日の食餌を含めた
　　食糧構成パターンのそれの約1．2倍であった。とくに乳類と果実の増加により，エネルギー給源
　　食品とビタミン・ミネラル給源食品の摂取比率（乾物換箕）は8：2→6：4に変化した。
　（4）間食による摂取栄養量は，減少したのは鉄のみで，他はそれぞれ4～52％増加したが，そのパ
　　ターンとしての変動度は1．2％と低値であった。
　（5｝1日の総摂取栄養量に占める間食栄養の比率（％）は，エネルギー33→36，たん白質20→22，
　　脂肪39→30，糖質34→40，カルシウム37→48，鉄22→20，「¢A22→25，　V．　B127→34，　V．　B230
　　→35，V．　C46→61であり，平均31→35に増えたが，そのパターンとして変動度は1．0％と低値で
　　あった。
　｛6）間食費は44．3円→11＆2円と推移し，10年間で2．67倍となり，これは国民ならびに県民1人当
　　りの食費の変動より若干小さく，また，1日の食費に占める間食費の割合は35．5％→34．4％であ
　　った。
　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また調査対象の家庭の方々の一年間にわたるご協力に深く感謝申し上げます。
　なお，本報告の概要は日本栄養・食糧学会第30回総会（1976年4月，仙台市）にて講演した。
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